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ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ユネスコエコパーク
　が描く只見の未来

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
が
描
く

只
見
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約
１
４
０
人

が
参
加
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
目
黒

町
長
は
「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
地

で
生
命
や
財
産
を
守
り
、
次
世
代
に

伝
え
る
責
任
が
あ
る
。
自
然
と
生
命

を
慈
し
み
、
人
の
営
み
の
あ
り
方
を

見
つ
め
直
し
、
皆
さ
ん
と
考
え
、
只

見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
、
浅
井
孝
司
日
本
ユ
ネ

ス
コ
国
内
委
員
会
事
務
次
長
、
鈴
木

克
昌
福
島
県
生
活
環
境
部
次
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

５
名
の
皆
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
表
題
に
つ
い
て
、
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
只
見
の
自
然
の
特
徴
と
価
値
」

樫
村
利
道　

福
島
大
学
名
誉
教
授

▽
福
島
県
で
一
番
雪
が
深
い
。
貴
重

な
雪
食
地
形
が
多
い
。
多
彩
な
自
然

環
境
で
希
少
種
が
多
い
。
エ
コ
パ
ー

ク
へ
の
登
録
で
新
た
な
発
展
が
望
ま

れ
る
只
見
の
自
然
。

「
佐
渡
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

崎
尾
均　

新
潟
大
学
教
授

▽
自
然
散
策
ツ
ア
ー
や
、
蒲
生
岳
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
な
っ
て
み
て
は

ど
う
か
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
ル
ー
ト
の

選
定
、ガ
イ
ド
の
養
成
な
ど
が
重
要
。

「
遺
伝
的
多
様
性
の
保
全
を
図
る
Ｂ

Ｒ
の
役
割
」

吉
丸
博
志　

森
林
総
合
研
究
所

多
摩
森
林
科
学
園
園
長

▽
遺
伝
的
多
様
性
で
の
個
性
を
大
事

に
し
た
い
。
同
じ
種
の
中
の
個
性
的

遺
伝
は
遺
伝
的
資
源
と
な
る
の
で
重

要
。
地
域
の
財
産
と
し
て
遺
伝
的
資

源
を
残
す
こ
と
が
大
切
。

「
Ｂ
Ｒ
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
報

告
」

酒
井
暁
子　

横
浜
国
立
大
学
准
教
授

▽
現
在
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は

１
１
７
国
内
で
５
９
８
ヵ
所
存
在
す

る
。
世
界
の
気
候
変
動
と
エ
コ
パ
ー

ク
と
の
関
連
や
改
善
点
な
ど
を
協
議

し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
で
地

域
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
設
定
ま

で
の
経
過
」

朱
宮
丈
晴　

日
本
自
然
保
護
協
会

保
全
研
究
部
長

▽
エ
リ
ア
は
２
市
、
２
町
、
１
村
が

関
わ
る
。
森
林
が
80
％
。
１
９
６
０

年
代
か
ら
自
然
に
や
さ
し
い
様
々
な

取
り
組
み
を
実
施
（
有
機
農
業
な

ど
）。
景
観
に
配
慮
し
、
景
観
条
例

も
制
定
。
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
（
照
葉
樹
林
サ

ミ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
）。
地
元
か
ら

主
体
的
に
情
報
発
信
し
て
い
る
。
町

の
人
間
と
外
の
人
間
と
の
関
係
が
身

近
。
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
の
積
み

重
ね
が
有
効
で
あ
り
重
要
。
ブ
ラ
ン

ド
ロ
ゴ
が
各
所
で
使
わ
れ
Ｐ
Ｒ
効
果

が
向
上
す
る
。
結
果
と
し
て
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
。

【
演
題
】

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
～
綾
町
の
取
り
組
み
～

【
講
師
】

　

河
野
耕
三　

氏

　
（
宮
崎
県
綾
町
役
場
企
画
財
政
課

照
葉
樹
林
文
化
推
進
専
門
監
）

今
年
７
月
に
「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」
と
し
て
登
録
が
決
定
し
、

世
界
に
認
め
ら
れ
た
宮
崎
県
綾
町
で

照
葉
樹
林
文
化
推
進
専
門
監
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る「
河
野
耕
三
氏
」

を
招
き
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
河
野
氏
は
、
綾
町
が
エ
コ
パ
ー

ク
登
録
へ
の
申
請
を
行
な
っ
た
き
っ

か
け
や
、
申
請
に
至
る
ま
で
の
歴
史

的
背
景
と
経
過
、
申
請
前
ま
で
の
エ

コ
パ
ー
ク
的
取
り
組
み
の
実
績
、
取

り
組
み
の
総
合
評
価
と
し
て
申
請
を

行
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
詳

し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
綾
町
は
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録

を
目
的
に
活
動
し
て
き
た
の
で
は
な

く
、
今
ま
で
の
積
み
重
ね
が
エ
コ
パ

ー
ク
の
理
念
に
合
致
し
認
め
ら
れ
た

も
の
と
話
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
１
０
０

年
か
け
て
エ
コ
パ
ー
ク
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
て
い

る
現
状
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

河
野
氏
は
、
学
生
時
代
か
ら
全
国

の
植
生
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
植

生
・
植
物
社
会
学
の
第
一
人
者
で
、

こ
れ
ま
で
30
年
近
く
綾
町
の
照
葉
樹

林
保
護
や
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
に
か
か
わ
ら
れ
て
い
ま
す
。

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
（
仮
称
）
の
登
録
と
、
そ
の
推
進

を
図
る
こ
と
や
、
町
民
皆
さ
ん
の
こ
の
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
、
さ
ら
に
主
体
的
な
参
加
と
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
学
識
経
験
者
や
先

進
地
の
方
を
招
き
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
学
び
、
議

論
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
18
日
、
季
の
郷
湯
ら
里
で
「
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

第
一
部

 

世
界
か
ら
見
た

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

第
二
部

 

記
念
講
演

▲貴重な意見が聞かれたディスカッション

綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は･･･

▽
総
面
積�

１
４
，
５
８
０
ｈ
ａ

▽
核
心
地
域�

６
８
２
ｈ
ａ

▽
緩
衝
地
域�

８
，
９
８
２
ｈ
ａ

▽
移
行
地
域�

４
，
９
１
６
ｈ
ａ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
で

只
見
の
将
来
図
を
描
く
」

は
じ
め
に
、
渡
部
勇
夫
総
務
企
画

課
長
か
ら
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

で
只
見
町
は
何
を
目
指
す
の
か
？
」

に
つ
い
て
問
題
提
起
が
あ
り
、
只
見

町
の
概
要
や
課
題
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
登
録
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
入
り
、
鈴
木
和
次
郎
町
ブ
ナ

セ
ン
タ
ー
館
長
の
進
行
に
よ
り
９
名

の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
意
見
を
述
べ
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

第
三
部

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

樫村 利道 氏　
福島大学名誉教授

▽ 自然に直に接し学んでいく
ためにコースを決めガイドを
つける。学習するためのデー
タベースをつくる。調査研究
を行う。

崎尾 　均 氏　
新潟大学教授

吉丸 博志 氏　
森林総合研究所
多摩森林科学園園長

▽ 魅力ある自然をうまく語れ
る、伝えられる人材（ガイド）
を育成していくことが重要で
あり必要になる。

▽ガイドの養成、教育に役立
つ調査結果を残していく。情
報を保存しておくことが大
切。

酒井 暁子 氏　
横浜国立大学准教授

朱宮 丈晴 氏　
日本自然保護協会
保全研究部長

▽ 自己発見することから始め
ていく。主体的に計画を立て
ていくことが必要。町が一丸
となっての取り組みを。

▽地域にとって何を将来に伝
えていく必要があるのか考え
る。子孫へ豊かな自然を残して
いくことが重要。綾町のエコパ
ーク登録までの取り組みは自
然保護の画期的な取り組み。

河野 耕三 氏　
宮崎県綾町照葉樹林
文化推進専門監

佐藤 順子 さん
（入叶津）

▽ 地域住民が何ができるか考
え、役場がサポートしていく。
この構図ができれば将来的に外
から注目される町になる。興味
をもたれる町に変わっていく。

▽出稼ぎに行かなくても商売が
できる町、希望の持てる町にな
ることを願っている。エコパー
ク登録になっても夢と希望の持
てる明るい町になることを願う。

鈴木 サナエ さん
（只見）

目黒 道人 さん
（舘ノ川）

▽ エコパークという全世界の
冠がつけられればすばらしい。
子どもたちが自然に対する心
を養っている。只見の自然が教
育の中心になればすばらしい。

▽自然保護と自然の暮らしに
ついて学んでいきたい。普段
生活している只見のすばらし
さを学んでいきたい。外から
只見を訪れ、自然に親しみ学
んでもらう。それが地域活性
化に繋がってほしい。

「町民みんなで考え、取り組みましょう！」


